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変わりゆく海の景色を眺めながらつまみや握りを満喫できる。
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番組内で高嶋さんも舌鼓。

長い航海でも毎日お寿司を楽しめる空間。

人
気
テ
レ
ビ
番
組
で
も
絶
賛
さ
れ
た

絶
品
の
寿
司
を
堪
能
し
た
い

編集
後記

　
「
富
士
」「
は
や
ぶ
さ
」「
あ
さ
か
ぜ
」―

 

こ
れ
ら

は
2
0
1
5
年
で
全
廃
と
な
って
し
ま
っ
た
寝
台
特

急
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
の
名
前
で
す
。当
時
、交
通
手

段
は「
移
動
」と
捉
え
ら
れ
、「
早
く
て
安
い
」に

重
き
が
お
か
れ
る
時
代
で
し
た
。し
か
し
最
近
で

は
、長
距
離
の
移
動
自
体
を
楽
し
む
豪
華
な
ク
ル
ー

ズ
ト
レ
イ
ン
が
人
気
で
す
。そ
ん
な
ト
レ
イ
ン
に

〝
ク
ル
ー
ズ
〞と
い
う
名
称
が
付
い
て
い
る
の
は
、ま

さ
に
船
旅
こ
そ
が「
移
動
は
楽
し
む
も
の
」と
い
う

贅
沢
な
時
間
の
象
徴
だ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
久
し
ぶ
り
に
旅
行
へ
出
か
け
ま
し
た
。ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
を
引
き
ず
り
な
が
ら
ホ
テ
ル
が
変
わ
る
た

び
に
荷
物
を
詰
め
直
し
、毎
食
何
を
ど
こ
で
食
べ
る

か
を
考
え
る
の
は
労
力
が
か
か
り
、改
め
て
船
旅
の

〝
楽
さ
〞と〝
楽
し
さ
〞を
感
じ
ま
し
た
。ク
ル
ー
ズ
は

大
き
な
ホ
テ
ル
が
動
き
な
が
ら
目
的
地
へ
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
す
。船
内
で
は
3
度
の
食
事
の
ほ
か

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
や
夜
食
ま
で
あ
り
、食
事
の
心
配
は

い
り
ま
せ
ん
。ま
た
、シ
ョ
ー
や
講
演
会
、カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
に
語
学
勉
強
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

得
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

最
近
で
は
船
の
上
で
も
寄
港
地
を
感
じ
ら
れ
る
仕

掛
け
が
た
く
さ
ん
あ
り
、洋
上
で
も
世
界
一周
し
て

い
る
こ
と
を
よ
り
体
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
「
四
季
島
」「
瑞
風
」「
な
な
つ
星
」―

寝
台
特

急
も
時
代
と
と
も
に
、名
称
は
も
ち
ろ
ん
目
的
や

価
値
観
に
も
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。1
9
8
0
年

代
か
ら
40
年
以
上
続
く
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
も

「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・ワ
ー
ル
ド
号
」へ
と
進
化
し
、こ
れ
か

ら
も
移
動
空
間
に
新
た
な
価
値
を
提
供
し
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。（
M・H
）

　

ク
ル
ー
ズ
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
が
食
事
。船
内
に

は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
充
実
し
、好
み
に
応
じ
て
食
事
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
が
、特
別
な
日
や
記
念
日
な
ど

に
は
、本
格
的
な
寿
司
を
楽
し
め
る「
海
」が
お
す

す
め
。ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
海
鮮
重
や
助
六
セ
ッ
ト
を

提
供
、夜
は
予
約
制
の
す
し
処
と
し
て
営
業
し
て
い

る
。カ
ウ
ン
タ
ー
席
の
ほ
か
テ
ー
ブ
ル
席
も
用
意
。同

店
は
ま
た
、人
気
テ
レ
ビ
番
組『
高
嶋
ち
さ
子
の
！

ザ
ワ
つ
く
！
音
楽
会
』で
も
紹
介
さ
れ
話
題
を
呼
ん

だ
。「
豪
華
客
船
で
世
界
に
行
き
た
い
！
」と
い
う

コ
ー
ナ
ー
で
出
演
者
が
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・ワ
ー
ル
ド
号

に
乗
船
。同
店
を
訪
れ
握
り
を
絶
賛
し
た
シ
ー
ン

が
放
映
さ
れ
た
。開
業
以
来
、海
外
か
ら
の
乗
客
に

も
好
評
で
、夜
は
予
約
で
満
席
と
い
う
日
も
多
い
が
、

新
鮮
な
ネ
タ
を
板
前
が
目
の
前
で
握
る
絶
品
寿
司

を
ぜ
ひ
堪
能
し
て
ほ
し
い
。

PHOTO: PEACEBOAT, PBV, Kataoka Kazushi, Mizumoto Shunya, Yoshida Taisuke, Yuruki Shiho, Social Good Photography, Inc., Adobe Stock, ShutterStock.com

［発行］（株）ジャパングレイス

船内でリハビリし自力歩行をめざす
第二特集

世界一周の船旅を楽しみながら

VOYAGE
［グローバル ヴォヤージュ］

PEACE BOAT

Summer
*2024*

GLOBAL
船
上
で
も
世
界
を
体
験
す
る



洋上ファッションショーの
一コマ。さまざまな地域
の衣装を着て登場する。
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ピースボートクルーズでは、寄港地だけが旅を楽しむ時間ではなく、
寄港地から寄港地への移動時間、船上でも世界を体験できるのが
大きな魅力だ。まだ知らない世界と出会ったり、学んだりするための趣
向を凝らしたイベントはもちろん、次の寄港地に関連した催しも多い。
世界中からアーティストを招いてのエンターテイメント、寄港地の歴史
や文化を学ぶ講座、世界のグルメを満喫するフェアなど、ピースボート
クルーズの船上はいつも刺激と魅力にあふれている。現在航海中の
クルーズで開催されているさまざまなイベントの様子が、スタッフから
ホットニュースとして届いたので、誌上公開する。

船上でも
世界を
体験する

船上でも
世界を
体験する

Experience the world on board

世界を

楽しむ
世界を

学ぶ
世界を

感じる
世界を

食する

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P18PEACE BOAT ACTIVITIES



男女混合4人による艶やかなステージパフォーマンス。メキシコの民族音
楽にのせて、伝統的な舞踊にバレエの要素を加えたダンスが披露された。
カラフルな民族衣装がひらひらと舞い舞台を彩るパフォーマンスに客席か
ら拍手喝采！メンバーに教わるダンスレッスンも開催され文化を満喫した。

ロス・チョロス
20年以上にわたって音楽
活動を続けているペルーの
トップミュージシャン。南米
だけでなく、ヨーロッパでの
コンサートや学術展示、ま
たペルー代表として国際
会議や伝統音楽祭などで
も演奏している。

アンデスナイト ゲスト

メキシコ民族舞踊ショー

ポルトガル・リスボンの下町が発祥と言われる民衆
音楽「ファド」のコンサート。リスボンではディナータ
イムになると多くのレストランでファドの調べを楽し
むことができる。丸みを帯びた形が特徴のポルトガ
ルギターの音色と、哀愁漂う歌声に惹き込まれる。

ファドコンサート

パーティーに向けて、参加者は手作りマスクを作成
マスクの形や色はもちろん、羽根やビーズなどの装飾も十人十色。
完全オリジナルのマスクが完成。準備されていたマスクは完売す
る盛況ぶり。パーティーを楽しむ最高のツールと演出になった。

中世のヨーロッパで人気を博した仮面舞踏会を
模したマスカレイドパーティーを再現！事前に
マスクを手作りする企画が実施され、個性あふ
れるマスクをつけた紳士淑女が登場。正体がわ
からない参加者同士のダンスパーティーや
ファッションショーが行われ、いつもとは違う雰
囲気にちょっとドキドキ。

マスカレイドパーティー
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マヤ・ミリンコヴィッチ
リスボン在住のファドシンガー。バルカン
とポルトガルで最高のボーカリストの一
人として受賞歴多数の国際的アーティ
スト。当日はビロードのような声、力強さ
と美しさ、感情の豊かさを堪能した。

ファドコンサート ゲスト

JAPAN GRACE

トップアーティストの
エンターテイメントを
満喫する
船上では、世界各地の多様な文化に触れることができるが、
プロのミュージシャン、アーティストのパフォーマンスステージ
は人気が高く、フロア一体となって盛り上がる。また、洋上の
時間を使って事前にレッスンやワークショップに参加すること
もでき、見るだけではない楽しみ方も可能だ。

ペルーのミュージシャンによるコンサート
でアンデスの風を感じる一夜。みんなが
知ってるペルーの有名な曲も披露され、大
いに盛り上がった。また、ペルーの伝統楽
器サンポーニャの特別レッスンも行われ、
ペルー音楽に深く触れる一日となった。

アンデスナイト

Andes Night

世界を

楽しむ

Masquerade Par��

Mexican Show

Fado Concer�



福祉先進国である北欧について学ぶ連続講座を開催。6歳で車椅子生活とな
り、現在車いすユーザーの自立と尊厳を大切にした家具デザイナーになった
スウェーデン在住のゲストから、誰もが生きやすい社会のヒントを伺う。

キム・イェソルさん
スウェーデン在住、韓国出身の産業デザイナー。北欧
デザインとして人気のIKEAのUXアクセシビリティ
デザイナーでもある。

北欧における福祉のあり方を学ぶ

ピースボートは国連の掲げる「SDGｓ（持続可能な開
発目標）」の公式キャンペーンシップとして認定されて
いる。ピースボートと国連が協力して行う国際協力活
動について連続企画も実施されている。

■ピースボートとSDGsを知る
ノルウェーの首都オスロを拠点に北欧に関する情報を発信
するジャーナリストの鐙麻樹さんは、8言語を習得している
多言語学習者。本講座では、語学習得の秘訣や仕事への生か
し方、そして言語が広げる可能性について紹介された。

■言語習得のヒントを学ぶ

鎧麻樹さん
北欧ジャーナリスト、写真
家。ノルウェー国際報道協
会理事会役員。ノルウェー
政府の産業推進機関「イノ
ベーション・ノルウェー」よ
り活動実績を表彰される。

北欧講座ゲスト

米国にも長く暮らした経験を持つジャーナリストのヘレン・ジアさんが登場。
着岸地点から徒歩で訪問できるスポットなど、クルーズならではの耳よりの
情報が盛りだくさん！ニューヨーク滞在がより楽しいものに。

ヘレン・ジアさん
ジャーナリスト・作家。アジア系米国人の歴史を題材と
した著書は、米国の大学や高校でテキストとして広く
使われ、北米とアジアで幅広く講演活動を行う。

NYの魅力、観光の見どころを知る

ニューヨーク講座
ゲスト

言語習得講座
ゲスト

世界情勢をわかりやすい言葉で解説する国際政治学者として、ニュース番
組からワイドショーまで数多くのテレビ番組に出演する高橋和夫さんの講
演会。専門である中東の歴史や魅力についてわかりやすく紐解いてくれる。

高橋和夫さん
放送大学名誉教授。国際政治学者。専門は国際政治
学、中東研究。世界の複雑な問題を鋭く、かつわかりや
すく解説してくれる講座は、毎クルーズ人気が高い。

中東の歴史や魅力について学ぶ

中東講座ゲスト

夏のクルーズの目玉、オーロラベルト圏内の航行。この期間、昼間の船内で
は、オーロラにまつわる世界各地の神話の紹介、オーロラ発生の仕組みに
関するレクチャー、オーロラ撮影の方法などさまざまな講座が行われる。

アクセル・オスカーソンさん
アイスランド生まれ、職業はオーロラハンター。天文学
と地学の見地から気象・磁場データを総合的に分析
する、独自のオーロラ遭遇メソッドを持っている。

オーロラの神秘にふれる

オーロラ講座
ゲスト
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「もっと知りたい」
知的好奇心に応える学びの場
寄港地を訪れる前は、その国がどのような歴史をもっているのか、どのような文化
があるのか、といった知的好奇心が高まってくる。そんな気持ちに応えるのが、船
内で開催される専門家による各種講座。ピースボートの世界に広がるネットワーク
を活かし素晴らしいゲストが講師を務め、ここでしか聞けないような内容の濃い話
に参加者は熱心に耳を傾ける。

世界を

学ぶ

あぶみ　あさき



夜の船上、デッキの明りを消して降り注ぐ星空を鑑賞する。観望会前にはクルージング海域で見ることのでき
る星についての講演会を開催。夜空を見上げると、まさに満天の星。毎回、感動の声があちらこちらから聞こえ
てくる。Voyage117クルーズでは「みずがめ座流星群」が観測でき参加者が大いに沸き立った。

鳫宏道さん
1976年より平塚市博物館天文担当学
芸員として幅広い年代を対象にしたプラ
ネタリウム運営を企画実施。太陽活動の
50年に及ぶ継続観測、天文分野の特別
展普及活動、図録などの執筆を行う。

マンハッタンの美しい夜景を眺めながらゆっくりと船は岸壁
を離れていく。大自然とは対極の風景だが、これもまた船上だ
から堪能できる景色。ライトアップされた自由の女神にサヨナ
ラを告げ、デッキにはシャッター音が響く。

心に残る夜のニューヨーク出港

たとえばスペイン料理、インドネシア料理、ブラジル
料理など寄港地にちなんだ料理が提供される。「初め
て味わった」という声も聞かれ、食文化から世界を知
る機会にもなっている。

世界各国のグルメを堪能

レストラン、バー、居酒屋で世界中のワインを提供中。寄港地で出
会ったお気に入りのワインを船内で楽しむこともできる。

世界のワインで乾杯 星空観望会と天文講座

フィヨルドは氷河が数万年、数十万年の歳月をかけて大陸を削り、そこにできた谷に海水
が入り込んでつくられた奥深い入り江。1000メートル級の山々と入り組んだ海岸線。息を
呑む美しさに心を奪われる。

地球の歴史を物語る北欧フィヨルド

天文講座ゲスト

クルーズを通してエンターテイメントショーやダンスパーティー、夏祭りなど
さまざまなイベントが開かれ、その内容ごとにオリジナルカクテルが登場。

イベントで登場するスペシャルカクテル

レストランクルーによる「ナプキンアート教室」を開催。初めは苦戦してもコツ
を掴めばほらこの通り、華やかなバラのできあがり。ディナーのちょっとした
演出として自宅でもどうぞ。バスタオルを折りたたんで動物を作るタオル
アート教室も開催している。

ディナーの食卓を彩るナプキンアート

がん　ひろ みち
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世界を

食する
世界を

感じる

JAPAN GRACE

船上から見る
唯一無二の風景に
感動する
クルーズの大きな魅力の一つは船上から目にする風景。
デッキに出て、360度広がる大海原の水平線や波の動き
をじっと眺めている人も多い。雄大な自然が目前に展開さ
れることもあるし、満点の星空に圧倒されることもある。
デッキからの風景によって新たな世界を知り、美しい地球
に感動する。クルーズの移動時間の醍醐味がここにある。

船上で世界各地の
食文化を体験
パシフィック・ワールド号ではバラエティに富んだ世界各
国のメニューがレストランに並ぶ。寄港地で仕入れた新
鮮な食材をもとに、飛鳥クルーズの総料理長としても
活躍した石河篤則シェフ監修のもと本格的なコースか
らアラカルトまでラインアップ。これも世界一周クルーズ
だからこその贅沢な楽しみ。



　

日
本
全
国
75
カ
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設

で
約
5
0
0
0
名
の
利
用
者
が
い
る「
ポ
ラ
リ

ス
」。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
自
分
の
足
で
し
っ
か

り
と
」。住
み
慣
れ
た
自
宅
で
い
つ
ま
で
も
元
気

に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、歩
行
・リ
ハ
ビ

リ
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ご
利
用
者
の

「
自
立
し
た
生
活
」を
サ
ポ
ー
ト
す
る
自
立
支

援
特
化
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
で
は
こ
の
ポ
ラ
リ
ス
と
提
携
。

船
内
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
た
。

　

歩
く
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
こ
の
サ
ー
ビ
ス

は
、ポ
ラ
リ
ス
の
社
長
で
あ
る
森
剛
士
さ
ん
が

祖
母
の
介
護
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
発
端
に
な
っ

て
い
る
。現
在
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
に
乗
船
中
の

森
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　
「
祖
母
が
脳
梗
塞
に
な
り
病
院
や
施
設
が

見
つ
か
ら
ず
、自
ら
心
臓
外
科
医
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
へ
転
身
し
支
援
介
護
に
あ
た

り
ま
し
た
。そ
こ
で
日
本
に
は
外
来
で
リ
ハ
ビ

リ
を
受
け
ら
れ
る
施
設
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
れ
ば
歩
け
る
人
が
、

そ
の
機
会
を
得
ら
れ
な
い
。そ
れ
な
ら
自
分
で

つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
」と
森

さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

森
さ
ん
含
め
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
が
チ
ー
ム

を
組
み
、安
全
に
取
り
組
め
て
効
果
が
得
ら
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。そ
の
後
、全
国
展
開
を

図
り
車
い
す
や
自
力
歩
行
が
難
し
か
っ
た
人

が
、ポ
ラ
リ
ス
を
利
用
し
て
回
復
し
て
い
る
。今

回
、ポ
ラ
リ
ス
と
ク
ル
ー
ズ
の
提
携
は
初
め
て
に

な
る
が「
船
に
乗
る
と
き
は
車
い
す
、降
り
る

と
き
は
自
分
の
足
で
」と
い
う
合
言
葉
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
「
船
上
に
お
い
て
も
通
常
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同

様
の
内
容
を
ご
提
供
し
ま
す
。船
内
に
リ
ハ
ビ
リ

専
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、当
社
で
使
用
し
て
い
る
専

用
マ
シ
ン
も
設
置
し
て
い
ま
す
。現
在
ご
利
用
者

は
6
名
で
、ク
ル
ー
ズ
の
日
程
を
半
分
ほ
ど
消
化

し
た
時
点
で
す
が
、非
常
に
良
い
効
果
が
現
れ
て

い
ま
す
。ク
ル
ー
ズ
で
ポ
ラ
リ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
船
内
と
い
う
生
活
空
間
で

3
カ
月
間
、集
中
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
で
効
率

的
に
短
期
間
で
成
果
を
出
せ
ま
す
」（
森
さ
ん
）

●
ポ
ラ
リ
ス
と
提
携
し
船
内
で
自
立
支
援
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

乗る時は車いす、
降りる時は自分の足で

世界一周の船旅を楽しみながら
船内でリハビリし自力歩行をめざす
ピースボートクルーズでは介護が必要になった方が、もう一度元気になるための自立支援介護を行って
いる（株）ポラリスと提携し、船内でのリハビリサービスを開始した。自力歩行が難しい人を歩けるように
するリハビリの内容や特長について、社長の森剛士さん、スタッフの松岡亮さんに話を伺った。

世界初
世界一周クルーズで
自立支援介護



　

ポ
ラ
リ
ス
は
虚
弱
高
齢
者
の
方
に
体
力
と

運
動
能
力
を
付
け
た
う
え
で
、生
活
の
な
か
で

最
も
大
切
な「
歩
く
こ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。「
P
ウ
ォ
ー
ク
」と
い

う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
は
、

ベ
ル
ト
装
着
で
転
倒
す
る
こ
と
が
一
切
な
く
、

徐
々
に
歩
く
力
を
取
り
戻
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。最
終
的
な
目
標
は
2
キ
ロ
歩
け
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
す
。と
い
う
の
は
日
常
生
活

で
半
径
2
キ
ロ
以
内
に
、銀
行
や
駅
、ス
ー
パ
ー

な
ど
生
活
に
必
要
な
施
設
が
大
体
揃
っ
て
い
る

と
い
う
考
え
方
か
ら
き
て
い
ま
す
。現
在
船
内

で
は
6
名
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、順
調
な
回
復
ぶ
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、こ
れ
ま
で
脳
卒
中
の
麻
痺
が

あ
り
当
初
は
電
動
車
い
す
で
移
動
さ
れ
て
い

た
方
は
、ポ
ラ
リ
ス
に
通
っ
て
い
た
だ
き
リ
ハ
ビ

リ
を
重
ね
、杖
を
つ
い
て
歩
け
る
よ
う
に
な

り
、階
段
も
上
れ
る
よ
う
に
な
り
、最
近
は
テ

ニ
ス
を
し
た
と
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
し
た
。ま
た

旅
の
途
中
で
体
調
を
崩
さ
れ
食
も
細
り
、ベッ

ド
か
ら
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
か
ら
相

談
を
受
け
、ポ
ラ
リ
ス
を
1
カ
月
ほ
ど
続
け
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
み
る
み
る
回
復
し
ま
し

た
。「
動
け
な
い
」と
い
っ
て
動
か
な
い
と
ど
ん

ど
ん
悪
化
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
点
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。こ
の
方
は
、先
日
、寄
港
地
の

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
2
日
間
と
も
に
、3
キ
ロ
以
上

歩
い
た
と
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
豊
富
な
改
善
実
績
を
も
つ

ポ
ラ
リ
ス
で
は
、エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
利
用
者
の
サ

ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、今
回
そ
の
な
か
か

ら
介
護
福
祉
士
2
名
、看
護
師
1
名
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
乗
船
。利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
状
態
、

進
行
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て

い
る
。そ
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

ス
タ
ッ
フ
の一
人
、介
護
福
祉
士
の
松
岡
亮
さ
ん

に
聞
い
た
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
午
前
と
午
後
の
2
部
制
で
そ

れ
ぞ
れ
2
時
間
、ど
ち
ら
か
を
利
用
さ
れ
る
ラ

イ
ト
コ
ー
ス
、両
方
利
用
す
る
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。ま
ず
リ
ハ
ビ
リ
ル
ー
ム
で
6
種
の
専

用
マ
シ
ン
を
使
い『
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
』

に
取
り
組
み
ま
す
。こ
れ
は
老
化
や
疾
患
に
よ
っ

て
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
全
身
の
神
経
と
筋
肉
を

活
性
化
さ
せ
ま
す
。特
徴
は
軽
い
負
荷
で
同
じ

動
作
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、徐
々
に
ス
ム
ー
ズ
な

動
作
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
」。

　

ポ
ラ
リ
ス
で
は
歩
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
た
め
、歩
行
マ
シ
ン「
P
ウ
ォ
ー

ク
」を
使
っ
た
、歩
く
動
作
を
思
い
出
さ
せ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
特
徴
。ベ
ル
ト
を
腰
と
太
も
も
に

付
け
、足
に
か
か
る
体
重
を
軽
く
す
る
こ
と
で

安
全
に
歩
行
練
習
が
で
き
、た
と
え
ば
麻
痺
が

あ
っ
て
歩
け
な
く
て
も
こ
の
ベ
ル
ト
を
付
け
れ
ば

練
習
で
き
る
と
い
う
。ま
た
繰
り
返
し
行
う
こ

と
で
歩
く
回
路
を
思
い
出
し
、徐
々
に
足
が
反
応

し
て
い
く
。P
ウ
ォ
ー
ク
で
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、次
の
段
階
と
し
て
は
デ
ッ
キ
な
ど
へ
出
て
、さ

ら
に
歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
に
な
る
。

　

最
後
に
松
岡
さ
ん
に
ク
ル
ー
ズ
な
ら
で
は
の

メ
リ
ッ
ト
を
た
ず
ね
た
。

　
「
集
中
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、利
用
者
の
方
々
と
は
24
時
間
、生
活

の
場
所
が
同
じ
な
の
で
リ
ハ
ビ
リ
時
間
以
外
で

も
色
々
な
場
所
で
お
会
い
し
ま
す
。ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
こ
と
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
こ
と
な
ど
色
々
お

話
す
る
時
間
が
あ
り
、家
族
に
近
い
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。非
常
に
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
の
で
、今
後
も
ク
ル
ー
ズ
で
の
ポ
ラ
リ

ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
て
実
施
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

私
た
ち
の
経
験
か
ら
い
う
と
、最
初
の
3
カ

月
間
は
一
気
に
改
善
し
て
い
く
時
期
で
す
。ご

利
用
者
の
皆
さ
ま
の
リ
ハ
ビ
リ
効
果
は
あ
る

程
度
予
想
で
き
て
い
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ

改
善
の
余
地
は
あ
り
ま
す
。船
を
降
り
て
か

ら
も
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、今
後
も
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
さ
ん
と
協
力

し
な
が
ら
多
く
の
方
が
歩
く
力
を
取
り
戻
す

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
介
護
福
祉
士 

松
岡
亮
さ
ん
）

もう一度世界一周の旅へ
その願いを叶えます

●
専
用
マ
シ
ン
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
全
員
、順
調
に
改
善
し
て
い
ま
す 1日7000歩、

歩けるようになりました

山田輝暢さん

ポラリス体験者の声

脊髄を損傷し歩くことが不自
由でしたが、ポラリスでリハビ
リをし歩けるようになりまし
た。素晴らしいプログラムとス
タッフに恵まれました。おかげ
で寄港地で観光に出かけるこ
ともでき、ニューヨークではマ
ンハッタンを3時間ほど歩いて
周りました。自分でも驚きまし
た、夢のようです。プログラム
はまだ半分ですから、これから
もっと良い状態になっていく
かと思うと非常に楽しみです。

高齢化にともない、介護を必要とする
方が増えています。ピースボートのファ
ンのなかでも何度も乗船しているけれ
ど、要介護になったり、体がいうことを
きかなくなったことで「もう一度乗りた
いけれど乗れない」と思っている方は
多くいらっしゃると思います。今回の
ピースボートとの提携は、船内でポラ
リスのリハビリを行うことで、世界一周
する夢に加え、車いすで乗船したけれ
ど船を降りるときは自分の足で歩くこ
とを実現することが目的です。車いす
でも世界一周に行ける、というシンボ
リックな取り組みになるでしょう。また
ご利用者の方には歩けるようになるこ
とで、もう一度元気になって残りの人
生を豊かなものにしていただきたい。
さらに私たちとしては、グローバル化
するピースボートに倣って、ポラリスを
アジアからはじまりさまざまな国の方
にご利用いただき、世界中に広めてい
きたいと思っています。

■ライトコース
［約1時間45分：船上全55日分］
598,000円
■ロングコース
［約1時間45分×1日2回：船上全55日分］
798,000円

森 剛士さん
医師、株式会社ポラリス代表取締役、
医療法人社団オーロラ会理事長

ポラリス×クルーズ
自立支援介護サービス料金

［全額返金保証制度］
国際基準である「TUG」にて歩行改善状況を
測定し、改善されていなければ自立支援介護
サービス料金を返金いたします。
※旅行代金（諸費用含む）は全額返金保証制
度の対象ではありません。

乗船
スタッフ
の声

代表者
の声



　

グ
ア
テ
マ
ラ
は
マ
ヤ
系
先
住
民
が
総
人
口
の

約
4
割
を
占
め
、か
つ
て
は
全
土
に
わ
た
っ
て

古
代
マ
ヤ
文
明
が
栄
え
た
と
い
わ
れ
る
。北
部

に
あ
る「
テ
ィ
カ
ル
国
立
公
園
」は
1
9
7
9

年
に
世
界
複
合
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

自
然
遺
産
と
し
て
は
約
5
8
0
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
多
様
な
生
物
を
抱
え
る

熱
帯
雨
林
。文
化
遺
産
は
マ
ヤ
遺
跡
最
大
の

規
模
を
誇
る
テ
ィ
カ
ル
遺
跡
で
、約
1
0
0

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
エ
リ
ア
に
広
が
る

マ
ヤ
文
明
の
中
心
都
市
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。マ

ヤ
地
域
は
紀
元
前
8
世
紀
頃
に
は
人
が
住

み
始
め
、紀
元
2
世
紀
か
ら
9
世
紀
頃
に
か

け
て
30
人
以
上
の
王
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
、繁

栄
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
9
世
紀
に
は

テ
ィ
カ
ル
を
含
め
マ
ヤ
の
都
市
は
姿
を
消
す
。

そ
の
後
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
覆
わ
れ
、消
滅
の
理
由

　
マ
ヤ
文
明
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
中

央
ア
メ
リ
カ
北
部
の
国
グ
ア
テ
マ
ラ
。本
船
は

太
平
洋
に
面
し
た
港
、プ
エ
ル
ト
ケ
ツ
ァ
ル
に
寄

港
す
る
。首
都
グ
ア
テ
マ
ラ
シ
テ
ィ
は
近
年
め

ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
て
い
る
一
方
、旧
市
街

に
は
歴
史
的
建
造
物
が
集
ま
っ
て
い
る
。荘
厳

で
美
し
い「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
大
聖
堂
」は
ぜ
ひ

鑑
賞
し
た
い
。そ
の
裏
手
に
あ
る
活
気
あ
ふ
れ

る
中
央
市
場
を
の
ぞ
い
て
み
る
の
も
楽
し
い
。

　

か
つ
て
の
首
都
で
あ
る
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
は
グ

ア
テ
マ
ラ
の
高
地
に
位
置
す
る
世
界
遺
産
の

街
。古
都
を
散
策
す
る
と
、ス
ペ
イ
ン
の
影
響

を
受
け
た
バ
ロ
ッ
ク
建
築
や
植
民
地
時
代
の

教
会
遺
構
が
目
に
入
っ
て
く
る
。中
央
公
園

か
ら
続
く
石
畳
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ

る
時
計
台
は
街
の
シ
ン
ボ
ル
。通
り
の
突
き
当

た
り
に
は
黄
色
の
外
観
が
目
を
ひ
く「
メ
ル

セ
ー
教
会
」が
あ
る
。中
央
公
園
の
東
側
に
建

つ「
カ
テ
ド
ラ
ル
」や「
市
庁
舎
」「
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
教
会
」な
ど
見
ど
こ
ろ
は
多
い
。街
を

歩
い
て
い
る
と「
グ
ア
テ
マ
ラ・レ
イ
ン
ボ
ー
」と

呼
ば
れ
る
伝
統
的
な
織
り
方
、模
様
の
民
族

衣
装「
ウ
ィ
ピ
ル
」を
身
に
ま
と
っ
た
人
々
が

目
に
と
ま
る
。こ
の
カ
ラ
フ
ル
な
刺
繍
を
ほ
ど

こ
し
た
小
物
や
手
織
物
は
お
土
産
と
し
て
喜

ば
れ
る
。グ
ア
テ
マ
ラ
は
コ
ー
ヒ
ー
の
産
地
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、ア
ン
テ
ィ
グ
ア
近

郊
の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
を
見
学
し
、本
場
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
お
土
産
に
す
る
の
も
お
す
す
め
。

　

こ
の
ほ
か
少
し
足
を
の
ば
し
て
、世
界
で

最
も
美
し
い
湖
と
称
さ
れ
る「
ア
テ
ィ
ト
ラ

ン
湖
」も
訪
ね
て
み
た
い
ス
ポ
ッ
ト
。周
囲
に

3
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
3
つ
の
火
山
が
そ
び

え
、景
観
を
よ
り
美
し
く
壮
大
な
も
の
に
し
て

い
る
。湖
畔
の
街
パ
ナ
ハッ
チ
ェル
を
の
ん
び
り
散

策
す
れ
ば
異
文
化
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

も
密
林
の
な
か
に
隠
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

テ
ィ
カ
ル
遺
跡
の
中
央
部
に
あ
る
大
き
な

広
場
が「
グ
ラ
ン・プ
ラ
ザ
」。Ⅰ
号
神
殿
と
Ⅱ

号
神
殿
が
向
か
い
合
い
、住
居
で
あ
っ
た
ア
ク
ア

ポ
リ
ス
が
並
ん
で
い
る
。Ⅰ
号
神
殿
の
高
さ
は

約
47
メ
ー
ト
ル
。神
殿
内
部
か
ら
礼
装
の
王
と

ジ
ャ
ガ
ー
が
彫
ら
れ
た
部
材
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
か
ら「
大
い
な
る
ジ
ャ
ガ
ー
の
神
殿
」と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。ま
た
Ⅱ
号
神
殿
は
屋
根
に
仮
面

の
彫
刻
が
あ
る
こ
と
か
ら「
仮
面
の
神
殿
」と

呼
ば
れ
て
い
る
。テ
ィ
カ
ル
遺
跡
の
な
か
で
最
も

古
い
建
築
群
が
集
ま
っ
て
い
る
の
が「
失
わ
れ

た
世
界
」。高
さ
約
64
メ
ー
ト
ル
の
Ⅳ
号
神
殿

は
ア
メ
リ
カ
の
古
代
建
築
物
の
な
か
で
最
大
の

高
さ
を
誇
る
。ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
上
ま
で
登
る

こ
と
が
で
き
、密
林
に
守
ら
れ
る
か
の
よ
う
に

建
つ
ほ
か
の
神
殿
の
姿
を
確
認
で
き
る
。

1：メインストリートにあるサンタ・カタリナ修道院の
時計台。2：アグア山と街を一望できる「十字架の
丘」。3：地震で壊れ観光施設になったアンティグ
ア市内の「カテドラル」。
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世
界
遺
産
の
小
さ
な
街
を
巡
る

﹇
プ
エ
ル
ト
ケ
ツ
ァ
ル
／
グ
ア
テ
マ
ラ
﹈

消
え
た
古
代
都
市「
テ
ィ
カ
ル
遺
跡
」の
密
林
に
分
け
入
る

プエルトケツァル

マンサニージョ

プンタレナス

日
本
の
裏
側
に
位
置
す
る
中
米
に
は
、マ
ヤ
文
明
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
遺
跡
、手
つ
か
ず
の
自
然
、独
自
の
伝
統

文
化
、そ
し
て
美
し
き
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
人
気
の
高
い
観
光
地
が
数
多
く
あ
る
。

多
彩
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
中
米
の
国
々

JAPAN GRACE

4

1

3

6 5

2

グアテマラの主食トルティー
ヤ。トウモロコシの味がしっ
かりして甘くておいしい。

置物のおみやげ品にもグアテマラ・レイ
ンボーがほどこされている。

生地はトウモロコシ
の粉を使うが中身に
トマト味の肉が入っ
ているチュチートス。

4：ティカル遺跡の中心部「グラン・プラザ」。5：遺跡内に祭壇も多
く残されており、精緻な彫刻が彫り込まれている祭壇もある。6：Ⅳ号
神殿の頂上からは眺望を堪能でき、密林から頭を出すⅠ号～Ⅲ号神
殿を見ることもできる。



　
コ
ス
タ
リ
カ
は
環
境
保
護
の
先
進
国
で
あ

り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
力
を
入
れ
、世
界
に
先

駆
け
て
環
境
保
全
に
考
慮
し
た「
持
続
可

能
な
観
光
」を
推
進
し
て
き
た
。国
土
の
4

分
の
1
以
上
が
国
立
公
園
や
自
然
保
護
区

に
な
っ
て
お
り
、地
球
上
の
生
物
種
の
5
％

が
生
息
す
る
と
い
わ
れ
る
豊
か
な
大
自
然

が
魅
力
。熱
帯
雲
霧
林
と
呼
ば
れ
る
モ
ン

テ
ベ
ル
デ
自
然
保
護
区
は
熱
帯
の
な
か
で

も
高
湿
度
で
独
特
の
生
態
系
を
も
ち
、約

1
0
0
種
類
の
ほ
乳
類
、2
5
0
0
種
の
植
物
、

4
0
0
種
類
以
上
の
鳥
類
が
生
息
す
る
。

　

ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て
空
か
ら
観
察
す
る
ユ

ニ
ー
ク
な
エ
コ
ツ
ア
ー
で
は
、普
段
は
見
上
げ

る
巨
木
や
滝
を
同
じ
視
点
か
ら
見
学
で

き
、区
内
に
設
け
ら
れ
た
吊
り
橋
か
ら
は
、

養
生
植
物
が
木
を
覆
っ
て
い
る
生
態
系
を

間
近
で
見
ら
れ
る
貴
重
な
体
験
が
で
き

る
。ま
た
マ
ヤ
時
代
に
聖
な
る
鳥
と
崇
め
ら

れ
た「
ケ
ツ
ァ
ー
ル
」を
観
察
で
き
る
場
所
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て

プ
ン
タ
レ
ナ
ス
か
ら
少
し
足
を
延
ば
す
首
都

　
マ
ン
サ
ニ
ー
ジ
ョ
は
メ
キ
シ
コ
の
商
業
や
水

産
業
そ
し
て
貿
易
に
お
け
る
重
要
な
港
町

の
ひ
と
つ
。カ
ジ
キ
漁
の
メ
ッ
カ
と
し
て
も
知
ら

れ
、港
で
は
大
き
な
カ
ジ
キ
マ
グ
ロ
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
迎
え
て
く
れ
る
。観
光
地
と
し
て

洗
練
さ
れ
た
街
で
、中
央
広
場
は
い
つ
も
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。ス
ペ
イ
ン
統
治

時
代
の
面
影
を
残
す
歴
史
地
区
を
散
策
し

た
り
、ラ
グ
ー
ン
や
美
し
い
ビ
ー
チ
で
気
持
ち

よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。世
界
的
に
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
施
設
で

は
生
育
環
境
を
観
察
で
き
、環
境
保
全
に
大

き
く
関
わ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
働
き
も
学

べ
る
。メ
キ
シ
コ
ら
し
い
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

と
し
て
地
元
の
若
者
た
ち
と
の
サ
ッ
カ
ー
交

流
が
あ
る
。初
対
面
で
も
ボ
ー
ル
を
通
し
て

す
ぐ
に
仲
よ
く
な
れ
る
だ
ろ
う
。

　

世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
メ
キ
シ
コ
料
理
は

そ
の
本
場
の
味
を
ぜ
ひ
体
験
し
た
い
。海
の

食
材
が
豊
富
な
の
で
新
鮮
な
魚
介
類
を
マ

リ
ネ
に
し
た
セ
ビ
ー
チ
ェ
や
タ
コ
ス
、ワ
カ
モ
レ

な
ど
を
堪
能
し
よ
う
。お
酒
好
き
な
人
に
は

メ
キ
シ
コ
を
代
表
す
る
お
酒「
テ
キ
ー
ラ
」の

醸
造
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ア
ー
が

お
す
す
め
。テ
キ
ー
ラ
は
メ
キ
シ
コ
の一
部
地

域
で
造
ら
れ
た
も
の
だ
け
が
名
乗
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
存
在
だ
。

サ
ン
ホ
セ
観
光
が
あ
り
、パ
リ
の
オ
ペ
ラ
座
を

模
し
た
コ
ス
タ
リ
カ
国
立
劇
場
、植
民
地
時

代
か
ら
現
代
ま
で
の
芸
術
家
の
作
品
が
揃

う
コ
ス
タ
リ
カ
美
術
館
な
ど
を
見
学
す
る
。

1：カジキ漁のメッカで毎年国際大会も開かれ
る。2：港の近くには小さな商店が並ぶ。

海岸線から細長い砂州が突き出たような地形のプンタレナス。

山の斜面に沿うように並び建つ住宅街はマンサニージョの特徴的な風景。

モンテベルデ自然保護区では吊り橋「スカイウォーク」からも独自の生態系を観察できる。
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メ
キ
シ
コ
で
最
も
活
気
あ
る
港
湾
都
市

﹇
マ
ン
サ
ニ
ー
ジ
ョ
／
メ
キ
シ
コ
﹈

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
国

﹇
プ
ン
タ
レ
ナ
ス
／
コ
ス
タ
リ
カ
﹈

JAPAN GRACE

地域によって具材に特徴が
あるタコス。

メキシコ料理
と相性抜群の
「テキーラ」。

ひき肉、ゆで卵、とり肉、
トウモロコシを重ねて作
るグラタンのような「パ
ステル・デ・チョクロ」。

トウモロコシ、玉ねぎ、とり肉、卵な
どの具材を入れてトウモロコシ
の皮で包む「ウミータ」。

お土産で人気の高い中
米屈指の品質とされるコ
スタリカコーヒー。

3：鳥のほかワニも多く生息するタルコレス川でリバー・クルーズを楽しめる。4：ゴンドラに乗って空中から
熱帯雨林を観察。5：熱帯・亜熱帯地域に多く生息する野生のオマキザル。

メキシコの伝統衣
装をまとった人形。

2

1

5 4 3



　

侵
攻
か
ら
3
年
を
迎
え
、長
期
化
に
と
も

な
う
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。ウ

ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
に
と
っ
て
は
、避
難
先
で
長

く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
生
活
手
段
を
手
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
、と
い
う
の
が
現
在
の
状

況
だ
。P
B
V
の
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
の
一つ
、

N
G
O「N

otorious Learning Project

」

は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
避
難
民
支
援
セ
ン
タ
ー「
ド

ブ
ラ・ハ
タ
」で
こ
の
3
年
間
物
資
提
供
、生
活

支
援
を
行
っ
て
き
た
。避
難
長
期
化
で
避
難

民
が
安
心
し
て
相
談
し
た
り
、支
援
物
資
を

受
け
取
っ
た
り
、交
流
す
る
場
と
し
て
維
持

す
る
た
め
に
安
定
し
た
予
算
確
保
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
。

　

3
月
14
日
、P
B
V
は「
ド
ブ
ラ・ハ
タ
」を

訪
問
し
、皆
さ
ま
に
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
や

街
頭
募
金
な
ど
に
よ
る
支
援
金
を
提
供
し
、

今
後
の
運
営
支
援
継
続
の
合
意
書
に
署

名
。そ
の
後
、日
本
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

を
実
施
し
た
。ル
ー
マ
ニ
ア
側
か
ら
は
避
難

民
10
名
が
参
加
。始
め
は
緊
張
気
味
だ
っ
た

が
、東
京
の
若
者
た
ち
が
漢
字
で
書
い
た
名

前
を
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
映
す
と
ス
マ
ホ
で
写

真
を
撮
っ
て
喜
ん
で
く
れ
た
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
や
り
と

り
が
続
い
た
な
か
で「
子
ど
も
た
ち
が
学
校

が
休
み
の
日
は
家
族
に
会
い
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
帰
っ
て
い
る
」と
い
う
話
や「
72
歳
に
な
る

が
、こ
の
年
齢
で
自
分
の
国
が
戦
争
に
な
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
帰
れ
る
家
も
な

く
な
り
戦
争
が
始
ま
っ
て
一
度
も
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
帰
っ
て
い
な
い
」と
いっ
た
話
を
聞
け
た
。

　

日
本
に
関
し
て
の
質
問
も
い
ろ
い
ろ
投
げ

か
け
ら
れ
、イ
ベ
ン
ト
参
加
者
か
ら
は「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」「
定
期
的
に
開
催
し
て
ほ

し
い
」と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

戦
争
が
ま
だ
続
い
て
い
る
こ
と
、避
難
を

続
け
ざ
る
を
得
な
い
人
々
が
い
る
と
いっ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
今
後
も
交
流

事
業
を
続
け
て
い
き
た
い
。

侵
攻
長
期
化
に
あ
た
り

多
面
的
に
支
援
継
続

　

V
o
y
a
g
e
1
1
7
ク
ル
ー
ズ
で
は

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
地
球
一周 

証
言
の
航
海
」と

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ・ユ
ー
ス・ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

後
者
は
駐
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
の
協

力
を
得
て
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の一
環
と

し
て
初
め
て
船
上
で
実
施
さ
れ
る
企
画

で
あ
る
。日
本
に
暮
ら
す
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出

身
の
若
者
が
7
名
乗
船
し
、ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
現
状
を
世
界
に
伝
え
、将
来
の
平
和
と

復
興
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
国
際
社

会
に
訴
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

　

出
航
前
の
記
者
会
見
で
は
セ
ル
ギ
ー・

コ
ル
ス
ン
ス
キ
ー
駐
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使

も
同
席
。「
今
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
ほ
ど

平
和
を
望
ん
で
い
る
人
々
は
い
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
平
和
を
求
め
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
若
者
た
ち
が
世
界
中
を
巡

る
の
に
は
、こ
れ
ほ
ど
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
は

あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

若
者
が
日
本
の
被
爆
者
の
方
た
ち
と

共
に
旅
す
る
の
も
光
栄
に
思
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。2
0
2
0
年
か
ら
日
本
で

生
活
す
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の一
人
ユ
リ
ヤ・

チ
ェ
ホ
ス
カ
さ
ん
は「
世
界
を
周
り
な
が

ら
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
日
本
で
の
経
験
を

共
有
し
た
り
、世
界
の
人
々
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。こ

の
無
意
味
な
暴
力
と
命
の
喪
失
を
止

め
る
た
め
に
私
た
ち
の
声
を
聞
い
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

　

被
爆
者
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
若
者
が

と
も
に
旅
を
し
て
戦
争
と
核
兵
器
を

な
く
す
た
め
の
訴
え
を
行
う
こ
と
は

世
界
が
危
機
に
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ

大
き
な
意
味
が
あ
る
。出
航
か
ら
２

週
間
後
の
4
月
26
日
は
、38
年
前
に

チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
）原

発
事
故
が
起
こ
っ
た
日
。こ
の
日
に
は
、

原
爆
も
原
発
事
故
の
日
も
忘
れ
な
い

と
い
う
テ
ー
マ
で
双
方
の
参
加
者
と
共

同
企
画
を
開
催
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
若
者
た
ち
が
国
際
社
会
に
訴
え
る

Voy
ag
e
1
1
7
ク
ル
ー
ズ
で
は

■
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
避
難
民
の
人
々
と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会 ウクライナ人道支援

ピースボート災害支援センター活動報告

ピースボート災害支援センター（PBV）ではロシ
ア軍によるウクライナ侵攻直後から、ロシアの隣
国ルーマニアに拠点を置く複数のNGOと協力し
ながら避難民の方々への支援を続けてきた。今
号ではルーマニアと日本をオンラインでつないだ
交流会の様子と、船上プロジェクトを紹介する。

ピースボート
災害支援センター

［オフィシャルサイト］ https://pbv.or.jp/

あたたかいご支援をお願いいたします

継続的にご支援いただける方を募集中
災害支援サポーター(月額寄付)は、各地での人道支援や災
害支援に活用されます。国内外で災害に見舞われた被災者や
ウクライナでの戦争の被害に遭った方たちへ継続的に支援を
届けることができます。息の長い支援にご協力お願いします。

TEL.03-3363-7967
お気軽にお問い合わせください

11:00～16:00 土日祝定休

TOPICS

PEACE BOAT

activities
●ピースボート活動●
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番組内で高嶋さんも舌鼓。

長い航海でも毎日お寿司を楽しめる空間。

人
気
テ
レ
ビ
番
組
で
も
絶
賛
さ
れ
た

絶
品
の
寿
司
を
堪
能
し
た
い

編集
後記

　
「
富
士
」「
は
や
ぶ
さ
」「
あ
さ
か
ぜ
」―

 

こ
れ
ら

は
2
0
1
5
年
で
全
廃
と
な
って
し
ま
っ
た
寝
台
特

急
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
の
名
前
で
す
。当
時
、交
通
手

段
は「
移
動
」と
捉
え
ら
れ
、「
早
く
て
安
い
」に

重
き
が
お
か
れ
る
時
代
で
し
た
。し
か
し
最
近
で

は
、長
距
離
の
移
動
自
体
を
楽
し
む
豪
華
な
ク
ル
ー

ズ
ト
レ
イ
ン
が
人
気
で
す
。そ
ん
な
ト
レ
イ
ン
に

〝
ク
ル
ー
ズ
〞と
い
う
名
称
が
付
い
て
い
る
の
は
、ま

さ
に
船
旅
こ
そ
が「
移
動
は
楽
し
む
も
の
」と
い
う

贅
沢
な
時
間
の
象
徴
だ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
久
し
ぶ
り
に
旅
行
へ
出
か
け
ま
し
た
。ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
を
引
き
ず
り
な
が
ら
ホ
テ
ル
が
変
わ
る
た

び
に
荷
物
を
詰
め
直
し
、毎
食
何
を
ど
こ
で
食
べ
る

か
を
考
え
る
の
は
労
力
が
か
か
り
、改
め
て
船
旅
の

〝
楽
さ
〞と〝
楽
し
さ
〞を
感
じ
ま
し
た
。ク
ル
ー
ズ
は

大
き
な
ホ
テ
ル
が
動
き
な
が
ら
目
的
地
へ
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
す
。船
内
で
は
3
度
の
食
事
の
ほ
か

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
や
夜
食
ま
で
あ
り
、食
事
の
心
配
は

い
り
ま
せ
ん
。ま
た
、シ
ョ
ー
や
講
演
会
、カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
に
語
学
勉
強
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

得
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、

最
近
で
は
船
の
上
で
も
寄
港
地
を
感
じ
ら
れ
る
仕

掛
け
が
た
く
さ
ん
あ
り
、洋
上
で
も
世
界
一周
し
て

い
る
こ
と
を
よ
り
体
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
「
四
季
島
」「
瑞
風
」「
な
な
つ
星
」―

寝
台
特

急
も
時
代
と
と
も
に
、名
称
は
も
ち
ろ
ん
目
的
や

価
値
観
に
も
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。1
9
8
0
年

代
か
ら
40
年
以
上
続
く
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
も

「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・ワ
ー
ル
ド
号
」へ
と
進
化
し
、こ
れ
か

ら
も
移
動
空
間
に
新
た
な
価
値
を
提
供
し
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。（
M・H
）

　

ク
ル
ー
ズ
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
が
食
事
。船
内
に

は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
充
実
し
、好
み
に
応
じ
て
食
事
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
が
、特
別
な
日
や
記
念
日
な
ど

に
は
、本
格
的
な
寿
司
を
楽
し
め
る「
海
」が
お
す

す
め
。ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
海
鮮
重
や
助
六
セ
ッ
ト
を

提
供
、夜
は
予
約
制
の
す
し
処
と
し
て
営
業
し
て
い

る
。カ
ウ
ン
タ
ー
席
の
ほ
か
テ
ー
ブ
ル
席
も
用
意
。同

店
は
ま
た
、人
気
テ
レ
ビ
番
組『
高
嶋
ち
さ
子
の
！

ザ
ワ
つ
く
！
音
楽
会
』で
も
紹
介
さ
れ
話
題
を
呼
ん

だ
。「
豪
華
客
船
で
世
界
に
行
き
た
い
！
」と
い
う

コ
ー
ナ
ー
で
出
演
者
が
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・ワ
ー
ル
ド
号

に
乗
船
。同
店
を
訪
れ
握
り
を
絶
賛
し
た
シ
ー
ン

が
放
映
さ
れ
た
。開
業
以
来
、海
外
か
ら
の
乗
客
に

も
好
評
で
、夜
は
予
約
で
満
席
と
い
う
日
も
多
い
が
、

新
鮮
な
ネ
タ
を
板
前
が
目
の
前
で
握
る
絶
品
寿
司

を
ぜ
ひ
堪
能
し
て
ほ
し
い
。
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